
鶏卵のトレーサビリティ

トレーサビリティ技術
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 “途切れる”

 組織の壁
 生産者： 直販先や契約栽培先は判るが、

市場経由は･･･

 食品メーカー： 出荷先は判るが、その先は･･･

 小売： 宅配客は判るが、レジの客は･･･

つながっているか？
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複数の組織を経て拡がるモノと
情報をつなげる難しさ
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チェーントレーサビリティ導入フロー
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チェーントレーサビリティ導入フロー
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グループワーク

 鶏卵のトレーサビリティシステムを構築
することを想定し、課題、目的、手段を
整理しなさい。

課題１

課題２

目的１

目的２

手段１

手段２

手段３課題３

取り組むべき課題
トレーサビリティ

の目的
実現する仕組み
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グループワーク 回答例

 鶏卵トレーサビリティシステム基本構想書

 『北総養鶏組合ＧＰセンターを中心とした

鶏卵トレーサビリティシステム基本構想』より
 http://www.fmric.or.jp/trace/h19/kihonkousou_hokusou.pdf

品質による
差別化

事故発生時の
リスク対策

①事故発生時に迅
速かつ無駄のない
商品回収ができる
ようにすること

②鶏卵の鮮度管理

イ）ラック番号、鶏舎番号を付与した
原料ロット識別管理

ロ）店札番号による生産ロット管理
ハ）納品伝票番号の紐付け

ホ）温度情報の一括管理
ヘ）ＧＰＳ携帯による移動履歴管理

ニ）生産情報の自動収集と工程管理

消費者への安心

取り組むべき課題 トレーサビリティ
の目的

実現する仕組み
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 おしまい


